




























































(1)BAG の粉末の作製と EPD 法による BAG 層の形成 
SiO2 46.1 mol％, Na2O 24.3 mol％, CaO 27.0 mol％，P2O5 2.6 mol％を混
合し，1550℃に加熱・溶融した．溶融体を急冷して凝固させた後，ナノジェ
ットマイザーを用いて粒径が D50=1.98 μm となるまで粉砕し，BAG 粉末を得
た．①BAG 溶融前後の組成は，蛍光 X 線分析装置（JSK-3220ZS，JEOL）を用い
て決定した．SS 円板(直径 14 mm，厚さ 2 mm)および SS ワイヤー（断面形状
0.43 mm×0.64 mm）を BAG 粉末を懸濁させた蒸留水（pH10.5）に浸漬し，EPD
法を用いてそれらの表面に BAG 層を形成した．通電にはバイポーラ電源装置
（POEF60-10，松定プレシジョン）を用いた．印加する直流および交流電圧の










法で滴定曲線を測定し，等電点を求めた．SEM を用いて BAG 層を形成した円板
試料とワイヤー試料の表面を観察するとともに，エネルギー分光分散分析法
（以下 EDX）により円板試料断面の元素分析を行い，Si，Ca，Na，P，O，Fe，
Ni および Cr の分布を調べた．粉末と同様に，形成した BAG 層の結晶構造を
XRD を用いて分析した．そして，BAG 層形成前後の SS 資料の審美性を評価す




















SEM，EDX および色調測定の結果から，15 V の直流電圧および交流電圧の付


















BAG 粉末を用いた EPD 法によって，矯正治療に必要な機械的特性を維持しな
がら，高い酸緩衝能とエナメル質再石灰化能によるブラケット周囲齲蝕抑制
作用を有する審美性矯正用金属装置を開発できる可能性があることが明らか
となった． 
 
